
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

令和７年４月に高校生の入院・通院医療費の自己負担額を初診時一部負担金のみとした。

来年度以降の方
向性

今年度までに行った見直し内容について、今後も継続して助成を行う。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

令和６年８月から精神障がい者の入院医療費を助成対象に追加した。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

精神通院のみ 精神入通院 精神入通院 精神入通院 精神入通院 精神入通院

↓

アウトカム
成果指標1

重度心身障がい者医療費助成制度の助成対象の拡充（精神
入院）

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

精神通院のみ 精神入通院 精神入通院 精神入通院 精神入通院 精神入通院

人工

指標

アウトプット
活動指標1

重度心身障がい者医療費助成制度の助成対象の拡充（精神
入院）

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

14 人工

令和7年度予算額 4,542,586 千円 うち特定財源 2,417,920 千円 正規職員業務量 14

正規職員業務量 16 人工

令和6年度決算額 4,406,397 千円 うち特定財源 2,383,150 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 17 人工

令和6年度予算額 4,426,937 千円 うち特定財源 2,356,278 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

重度障がいのある方の保健の向上に寄与するとともに福祉の増進を図る。

他都市の状況

全国の市区町村で同様の事業を実施している。
ただし、対象範囲、助成内容等は自治体により異なる。

市民参加の実施

令和5年度決算額 4,307,966 千円 うち特定財源 2,327,216

施策名 多様なニーズに応じた住まいが確保されているとともに、在宅医療

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

重度心身障がい者に係る医療費の一部を助成し、保健の向上に寄与するとともに福祉の増進を図ることを目
的に、昭和４８年１０月に制度を導入。北海道からの補助を受け実施する地方単独事業である。
制度導入後、障がいの対象範囲を徐々に拡大し、令和６年８月から精神１級の入院医療費を助成対象に追加した。
本事業は地方単独事業であるものの、全国の市区町村で実施しており、助成内容は自治体間で異なっている
。

事業内容
（何を実施し）

【助成対象】
次の要件を満たす障がいのある方。ただし６５歳以上の方は後期高齢者医療被保険者に限る。
①身体障害者手帳１級から３級（ただし３級は内部障がいに限る）をお持ちの方。
②療育手帳Ａ判定または「重度」の知的障がいと判定（診断）された方。
③精神障害者保健福祉手帳１級をお持ちの方。
【助成内容】
次の一部負担金を除き、保険診療の自己負担を助成。
①０歳～中学生の子または高校生以上で生計維持者が住民税非課税の方
初診時に一部負担金（医科５８０円、歯科５１０円、柔道整復・はりきゅう２７０円）を自己負担。
②高校生以上で生計維持者が住民税課税の方
１割負担。ただし、次の限度額あり。
・１医療機関ごとの限度額　通院３，０００円／月（院内処方の場合は６，０００円／月）
　　　　　　　　　　　　　入院５７，６００円／月
・１か月の限度額　通院１８，０００円／月、世帯５７，６００円／月
【実施結果】助成件数　１，０３７，００３件　助成金額　４，３９４，２０８千円
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